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こととなっ 1乞お月山 1I=! iこ， 毛沢東主席の f五・
七指示Jf注引カ入 『人民日報Jに7十











経済政策のo'ilでii, 1971年かλ第 4次；） !J年，d-]1ili
i二Jよいって1、るコ 'f古；土1966年11月～l三Jlの訪中




Cl 1) i干;f;}j '.t t＇主1i二：了Jlf＼中，lj人 （， ，＇：＇’伊、.J1972 
•illメ l て L -~ , 1')5(i'li l'.:!)j上ぬlitぷ示日比iくれ ：ο1959
:1 'J !J～fil半日 ,: ,J f,1c,,I川 J品川k0 1%1;1 6 J •i'!t~ 
; i字f〕 tfl丘O！；乙；fI ri Jc C 」＇＼！ KJJ 1966"1 ci¥lOJl'i , iこ
ごと 1%“I ： ソ， 59～hH〔）片If（長t有Htfiぷに 2／支




cuニ2) 1967年 5Jl 7 d 『人民打線』は♂必fiむこ
大立く［令［叫を -cバ＊，以必の大きな学校にしなければ
な，・） ないJ': £立する社v況を交I<L，その文頭に「これ





よユ Xi発民ごあるJと；，tべて「Ji.・ーじお;y,J発N.1 /;j',j' 
,;t＇.：，社 ，J1としてし。る。
1; t; r r,: .七Jr,1, 」モジ）も，；ノU, 1966年8月 1U ＇ノ
f人｝0:I i以Jti必「'i':1£1/J；亡沢東J出足lc'J大 3な学校二
なんなけHLよなら，二いー 人民解於IP:HIJ設三 i)LJ/d ヨI二







始以入 3 J-三:lH主でに， これに関する六つの社説
を発交した！/L 1 ) ,. J'人li（！報』はこ,leをうけて 4
)-j(-; t:'lに第一論， 14flに第二論，幻日に第三副首を
発表したI/!"_2 'o 第一および第二論がこのキャン J二
、ン J）核心iこ触れるものであろう。
第一論はその口頭に、政治を先行させるかどう



























































































」」ム - - ' 
4、しl)i足 i~ ， 乞，
少数の長n，；能分子ベコJ抗日吉に政治光f-i;11~ グ〉主ソ•Jlえ 1 上，!; , , ／二三勺 ζ 十f/,( わjddt Jン真剣にるカ＇（二 J ' L、て，
指導をゆ／ニねると L、うよりは，多数のん衆（！）プ］(;: f,.!l{¥j七，jr王誌i'!i引の二jL；土，L、よぺにし）ごし、る。
そjLに｛tt込していこうというものであ；； , ｛五じ，きハめてt豆大歴史；二 ~3L、て、解決されてL、之、）
L、i) ゆる k.i袋路t混と L、tJh/.::,:_n1；であるJとび）f，巳機玄武が政治Yeii~：」1 ：主民illな！日j；三でんふl
二三大主主呉13) 
4 した丈lµ;i1~ i二l土ある
さらに政泊先行じザパ、てのキャレペーンにおいI -1 •c ：千三I-7修正主義ケJc－－，：土、主さに“経
二大差異につL、てでめる一三大て重要な:lJ［；土，“知可哀第
“r,it[lj家’二
“業j芳江：“J支件J第 ペ；斉詳J ・", 
「労働者と也氏の差呉、 lfi¥1-fと農村山
差異，ドミi体労働と頭脳労働の差異を縮少しふけ.it
差呉と；工、一”／（ど ：＇） ス口一：りや〆 士7モ＇！ニし司





デ、て F Y ル－ ,,,,_.,- I γ 
U、己＇ー／ υ；＿＇＿，ノ＼〆のも J' 
寸→ソ述の教己Iiドη；j汁→ところによると，!c，、n；二，おけるも）とも深刻な町史的苦心!I！で者y .(, J土も文
革L片：；土j上.、ている：(. 5 ; でにノ i主（勺 i'I会nl，~l品二；土 i’j ：·，を W•111J'i.z として l'Jご
，；：利用して他の人守より：；：，；＼－；二効、｛七し， Jごy二 T ，：ノアτrご f、／／ "'.)  ！こ上il巴u:~ ;, :t nヨ：引←klる
ひL、てはJラi段；二j長ふ物 ！:ef主ノ＼；；ミ，f十；二r・J全どり，
！？占 J,~~ !J・あるとはぐいる I
と；る＇＇手？？













































































































主の謬論」［別 8. 8）と『大公報£ （！）柴茂浜論文
「孫；白｝fの皮革命修正主義経済綱領jであろうが，
.- , . 1干
ごぜ） ' －ー， これら批判キャンベー〉を総括集約した
もわが， J予LQ資』 Gli¥p第1()期の， 本f三、暁休のi車
合論文「孫；f；方の反動的な政治的立場と経済調鼠
〕－－ ' ___,- , --- .l ザ ド



























































































































































i"' J主義，；＇＂ ria1,・ ;,:1 [': Y;: • i比宇IJL ; ; ': !.1 i.てt,1也許
可J門か、 J ゴャンヘ ン LR J 9い， 111i）っ
2「i子、：，＇.＇（ I,:I( ・,:t';' '1下で）／c'<I ;:;j (,irl.[ f；学院
任Ji「／Weep；「，：，ニ／1!J:Iか・. '.CZ ).~, 8 J 1'.' I）コ
. -fr ii if 'j気iFjlc“待j汗，！lj 'i”三ルふ
立；i'I，自，J10 I、）っ
I 戸 ＇i本1』＼よと｛（ i' ¥ ・±-;:, ＼て【：， :fi , I)';,' .，；｝：』川三事｝
;'., I /, C)i, 8 ].111.¥ 
,i;：，「 i、土ごはι・：＇平J
I 「ぷι：.lj ＇三：，＇.，. ;:~ j宅よ主災；＼＇，：：） :t :/., ) N) b主（,CJiて北







:' l 「，c''.,; ＿＇.メ：.1＇）（＇，＇ ペノJf~I/ ・o ¥:1：戸けずi五台 ！J' 
れf.主、：，＇；＇ l出モ i:i;'( (; ！と1t!IJ L，よソ J L U} I Yこ九 ＇！，/1‘ 












8 JI 8 , I）ι 
k l 「i手：，－ }j ' 1 “f ・,w:1-:r：，い ノiく：，今え：，1，＂＇、＇＇；，；，ベ科ic・
しょ ・j」fc ;'(;, , g f! 111 ). 
(:18 l 1・ ,:':' 19riGf:,・;10!111「
Jl'¥: :h .n : J込 j,-. -'i ', ;,_ •' -;, i (¥ 
イI9〕 L. 8 I , .; l. '・ 
C~,Hl) ' , I ~／ J と，， 1·1rり j~ ペ ν こ， 1 : J '1，’ 
・,( '. , I I [, 1 !.¥ ＇守； f: j 少J '. ＂立； 1，ょ l/J，、T1,;,:・
c'i ;J 1: C: '. 'er ¥'. ',- 三Jたけもく ：，‘ ιi’iνi 
f: I寺三 I ！こと νこ／1['t_ i 1-'.-:, -'., /'IJ( (, I 8; ＇.’ I"' 
( 11) 「！ 日） 十てド JLっ
'.'81 I, :oO I I I 





















i '13 lを苦！ J圭に政治第一・の観点を強く
]i. じ；十i示」と呼；£れると主r,,i•:Jコ H-'h 《／1;.iとJとさ
こ円iI 7J ‘ Th写~7, l /:_ ：＇）；上、 1 ()(if，＂－［でお刀］「 lである
もを〉つ7こ‘
文化大革命の公然jこるスケー
L♂）；お l1であるからである。 rpI Si 」l;,j吃第付期
中央委以会日11日比大会議の第 11 fl ，二/Jtじであ
をも J/) :1, ' 句、n 
政三大差異ーの÷~~少に沿うか否かこそが，要求し，


















つまり、·，~＇.；二お L 、ても学業を行fι ＇， ', t!-1＇.τJ；：をr芋
び， i~ ＂t ， 工業を行ない『大＼Jたf円安）J t： 行なわ ~UJ





,'[" ', tf'I:川市二 jーか s:J全i伝的にことをfj'-なえと
いう指示である c L 方、し「［，t]時iこすべてをかわる

















































































































































































































lO}j 人チ、 ~I .: i ・.ti' C ，・，「I.'i':1 f'. j,iJL .n .'.ILK.I （「JヒVTM 
w」」巾i'.[ L9 :; ), 
C :-i) 「f:,! －＇.収Y.'.f、J ji｛たふ ' ij<( ·~ ，；＇と’カ，：＼， I；ソ
"l・ 々 '・. ;:(L: j、，＇：.,'.; /,. i1“／iくさ〔ヲノ！ J Ji!: I 
どJじた・／（ （，； ：ノ（「.， ' p’パY,f1.，＇と、，_'c, I （「H'l:;f"U 
/ii.“・ 6), 
( ,L ,! ) 1(1(;5 :, i I J l 1 1：人i亡骨（¥c F；ム，＇，ぶi;'.1,l主主
I/ I , Ii_I] t< I I. 人J·-~ I l '.tI i'1山 t I 人i,~ Wr I;'(,:,:, J<:; 
,・,H:-ic iイ •'/"·'l う亡；！＼＿I; R IJl 'I, i{ ;-, .il;:'; ι l; :z 
,・1: ::'; . ＇＂！人 J•；骨｛ '/,'i]I!•l：コ〈ヘ i·;[ j 主ス w【［，
「人： I~ I：；：」ラ了1,' 1(1・ 日u：ご；民 ijり，I, 「むl/f!J 9 
I, , I',!'.,:, 1' , I，ぃI:.:'t"'r，払 1え 1¥1,';,:・.1 !,).I 1・ IJ 
L’リ iI : , I 了／、j【； I:,u，「b1)1[,J 10:1ト j.j:'t:,J,:';i;














に強く、？i:!1‘rzt仔者、 寺門家、 ：ニ1 経済第二






主た t.'5 1 ~1 n i文化のtn.
士fヒ大，＇（＿＇イ打はその発端 jトら、 二h九 人民寺Ir)
：二ノ＇.Ji':r十る ）＿， ，＇）でふ.・，だ p 丈｛ヒ大す；おを；正iJさせ






















L ／こ 7.)；、守）亡 士卒期の経済政策；土iたして第一義







































アジア諮 問の 契約 法
342日 1700円
阿部広治縞
ラテン・アメリカ経済発展論
374以 2200円
野村浩一・小林弘二編
中国平命の展開と動態
332よi2000円
ものかもしれない。
その意味で「玉・七指示」への指向が，中国社
会主義建設の指針から後退するとするならば，そ
れは文化大革命の掲げた理念の後退であり，この
指針が失われるとするならば，文化大革命は，「失
われた革命Jと呼びうるものとなり終わることを
意味するかもしれない。
そして短期的にはそのような批判を受ける可能
性は大きいように思われる。何故ならば， 「五・
七指示」の試みは，人類未踏の試みであるだけに，
前途は多難であり，ともすれば，西欧近代の歩ん
だ道に回帰する可能性も強いからである。旧来の
道は人類がすでに拓いた道であり，西欧がすでに
歩んだ安易な道だからである。
（調査企画室）
アジア経済研究所刊行
韓国， Fイ，フィリピン，台湾，インドネシア，インド，
オーストラりアの契約法を大陸法系と英法系に分けて比
較検討し，国際契約に関する諸問題を国際私法の面から
分析し，さらに各国の契約法の概要及び特色を述べる。
アメりカ合衆国に於るラテンアメリカ研究史を中心に，
ラテンアメリカに関する涯論的成果の批判的検討を試み
ながら，「各国の経済発展の諮問題J，諸特徴を論究し，将
来のラテンアメリカ研究に幾多の問題を提起している。
本書は，中関革命を政治史的側面からアプローチしたも
ので，革命の過程を動態的に描いて中国革命に潜む問題
点をマクロ， ミクロの両面から鋭くえぐり出す。中国に
ついての正しい認識と恕解の一助となる好著である。
アジア経済山収会発売
